
168_危機管理課_消防団第１分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48377

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2000(平成12)年12月

(4)敷地面積 85.60㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 6,112,800円 (7)用途地域 商業地域

(8)主な施設の築年数 25年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.96㎡ (13)総延床面積 67.92㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 73.88% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１分団詰所

(3)所在地 渋川市渋川1787番地6

職員数 0
内
訳



168_危機管理課_消防団第１分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 69 143.75% 48 42

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 69 143.75% 48 42

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -69 107.81% -64 -41

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 120 100.00% 120 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額
（円）

従物取得額
（円）

延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48377 消防団第１分団詰所 6,112,800 0 67.92 
2000年12月
(平成12年) 25 38 S造 新基準 100 74%

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,112,800 0 67.92 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



169_危機管理課_消防団第２分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48375

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2005(平成17)年12月

(4)敷地面積 73.52㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 6,459,300円 (7)用途地域 商業地域

(8)主な施設の築年数 20年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 40.50㎡ (13)総延床面積 81㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 59.02% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２分団詰所

(3)所在地 渋川市渋川902番地32

職員数 0
内
訳



169_危機管理課_消防団第２分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 104 157.58% 66 57

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 104 157.58% 66 57

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -104 157.58% -66 -57

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 120 100.00% 120 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48375 消防団第２分団詰所 6,459,300 0 81.00 
2005年12月
(平成17年) 20 38 S造 新基準 100 59%

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,459,300 0 81.00 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



170_危機管理課_消防団第３分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48378

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2010(平成22)年9月

(4)敷地面積 351.36㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 9,990,000円 (7)用途地域 準住居地域

(8)主な施設の築年数 15年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 40.50㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 8台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 43.47% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

× × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第３分団詰所

(3)所在地 渋川市渋川113番地8

職員数 0
内
訳



170_危機管理課_消防団第３分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 130 127.45% 102 90

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 130 127.45% 102 90

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -130 127.45% -102 -90

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48378 消防団第３分団詰所 9,990,000 0 67.50 
2010年9月
(平成22年) 15 38 S造 新基準 100 43 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 9,990,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



171_危機管理課_消防団第４分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48380

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2000(平成12)年2月

(4)敷地面積 78.36㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 8,667,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 26年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 52.45㎡ (13)総延床面積 96.30㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 76.72% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第４分団詰所

(3)所在地 渋川市金井2179番地4

職員数 0
内
訳



171_危機管理課_消防団第４分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 83 112.16% 74 43

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 83 112.16% 74 43

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -83 112.16% -74 -43

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48380 消防団第４分団詰所 8,667,000 0 96.30 
2000年2月
(平成12年) 26 38 S造 新基準 100 77 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 8,667,000 0 96.30 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



172_危機管理課_消防団第５分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48364

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2008(平成20)年6月

(4)敷地面積 175.50㎡

(5)うち借地面積 175.50㎡

(6)総建物取得額 6,075,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 17年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.75㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 2台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 49.75% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第５分団詰所

(3)所在地 渋川市川島1171番地1

職員数 0
内
訳



172_危機管理課_消防団第５分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 83 109.21% 76 35

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 83 109.21% 76 35

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -83 109.21% -76 -35

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48364 消防団第５分団詰所 6,075,000 0 67.50 
2008年6月
(平成20年) 17 38 S造 新基準 100 50 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,075,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



173_危機管理課_消防団第６分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48379

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2004(平成16)年12月

(4)敷地面積 113.82㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 6,075,000円 (7)用途地域 第二種住居地域

(8)主な施設の築年数 21年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.75㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 5台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 62.06% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第６分団詰所

(3)所在地 渋川市行幸田946番地1

職員数 0
内
訳



173_危機管理課_消防団第６分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 63 140.00% 45 41

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 63 140.00% 45 41

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -63 140.00% -45 -41

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48379 消防団第６分団詰所 6,075,000 0 67.50 
2004年12月
(平成16年) 21 38 S造 新基準 100 62 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,075,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



174_危機管理課_消防団第７分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48358

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2026(令和8)年3月

(4)敷地面積 480.28㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 50,721,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 1年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 49.43㎡ (13)総延床面積 156.77㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 10台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 0.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

2026(R8) 新築工事 渋川市消防団第７分団車庫兼詰所新築工事 49,456

(3)施設名 消防団第７分団詰所

(3)所在地 渋川市有馬769番地1

職員数 0
内
訳



174_危機管理課_消防団第７分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 －

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 0 － 0 0

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） 0 － 0 0

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 － － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48358 消防団第７分団詰所 50,721,000 0 156.77 
2026年3月
(令和8年) 1 38 S造 新基準 100 0 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 50,721,000 0 156.77 

令和８年３月新築（前施設は令和９年度に解体予定）
※総延床面積は前施設（67.27㎡）を加えている

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



175_危機管理課_消防団第８分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48356

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2006(平成18)年12月

(4)敷地面積 98.59㎡

(5)うち借地面積 98.59㎡

(6)総建物取得額 6,412,500円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 19年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 35.10㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 1台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 62.14% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第８分団詰所

(3)所在地 渋川市半田1076番地1

職員数 0
内
訳



175_危機管理課_消防団第８分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 114 108.57% 105 76

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 114 108.57% 105 76

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -114 108.57% -105 -76

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48356 消防団第８分団詰所 6,412,500 0 67.50 
2006年12月
(平成18年) 19 38 S造 新基準 100 62 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,412,500 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



176_危機管理課_消防団第９分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48362

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2010(平成22)年3月

(4)敷地面積 287.92㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 18,323,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 16年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.75㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 2台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 46.61% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第９分団詰所

(3)所在地 渋川市祖母島818番地2

職員数 0
内
訳



176_危機管理課_消防団第９分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 117 148.10% 79 69

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 117 120.62% 97 53

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -117 120.62% -97 -53

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48362 消防団第９分団詰所 18,323,000 0 67.50 
2010年3月
(平成22年) 16 38 S造 新基準 100 47 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 18,323,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



177_危機管理課_消防団第１０分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48363

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2008(平成20)年5月

(4)敷地面積 2,049.43㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 6,075,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 17年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.75㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 5台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 49.75% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

× × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１０分団詰所

(3)所在地 渋川市祖母島1600番地2

職員数 0
内
訳



177_危機管理課_消防団第１０分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 153 139.09% 110 71

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 153 139.09% 110 71

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -153 139.09% -110 -71

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48363 消防団第１０分団詰所 6,075,000 0 67.50 
2008年5月
(平成20年) 17 38 S造 新基準 100 50 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,075,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



178_危機管理課_消防団第１１分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 302258

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2021(令和3)年3月

(4)敷地面積 639㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 39,490,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 5年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 45.43㎡ (13)総延床面積 90.86㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 5台以上可 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

渋川市消防団詰所整備方針に基づき、令和３年３月に移転・新築
前施設（渋川市渋川3662番地23）は老朽化により令和３年度に解体

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 13.50% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

2020(R2) 新築工事 渋川市消防団第１１分団車庫兼詰所新築工事 39,490

(3)施設名 消防団第１１分団詰所

(3)所在地 渋川市渋川3841番地2

職員数 0
内
訳



178_危機管理課_消防団第１１分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 116 106.42% 109 66

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 116 106.42% 109 75

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -116 106.42% -109 -75

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 302258 消防団第11分団詰所 39,490,000 0 90.86 
2021年3月
（令和3年） 4 38 S造 新基準 100 11

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 39,490,000 0 90.86 

令和３年３月新築（前施設は令和３年度に解体）

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



179_危機管理課_消防団第１２分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48370

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2012(平成24)年10月

(4)敷地面積 330.58㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 16,590,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 13年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 33.75㎡ (13)総延床面積 67.50㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 10台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 37.12% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１２分団詰所

(3)所在地 渋川市石原82番地3

職員数 0
内
訳



179_危機管理課_消防団第１２分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 70 140.00% 50 42

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 70 140.00% 50 42

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -70 140.00% -50 -42

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48370 消防団第１２分団詰所 16,590,000 0 67.50 
2012年10月
(平成24年) 13 38 S造 新基準 100 37 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 16,590,000 0 67.50 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



180_危機管理課_石段街竜吐泉

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48383

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠 消防水利の基準 (2)主な施設の建設年月 2001(平成13)年3月

(4)敷地面積 1.62㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 153,900円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 25年 (9)主な施設の耐用年数 15年

(10)主な構造 W造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 1.62㎡ (13)総延床面積 1.62㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 危機管理課職員

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防水利の確保

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 石段街竜吐泉（石段街休憩センター）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 100.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

× × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 石段街竜吐泉

(3)所在地 渋川市伊香保町伊香保甲69番地

職員数 0
内
訳



180_危機管理課_石段街竜吐泉

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 －

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 0 － 0 0

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） 0 － 0 0

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 － － － －

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） － － － －

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額
（円）

従物取得額
（円）

延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48383 石段街竜吐泉 153,900 0 1.62 
2001年3月
(平成13年) 25 15 W造 新基準 100 100 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 153,900 0 1.62 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



181_危機管理課_石段街竜吐泉（石段街休憩センター）

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48384

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠 消防水利の基準 (2)主な施設の建設年月 2003(平成15)年3月

(4)敷地面積 －

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 228,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 23年 (9)主な施設の耐用年数 15年

(10)主な構造 W造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 2.40㎡ (13)総延床面積 2.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 危機管理課職員

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防防災用備品の管理

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 石段街竜吐泉

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 100.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

× × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 石段街竜吐泉（石段街休憩センター）

(3)所在地 渋川市伊香保町伊香保65番地2

職員数 0
内
訳



181_危機管理課_石段街竜吐泉（石段街休憩センター）

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 －

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 0 － 0 0

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） 0 － 0 0

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 － － － －

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） － － － －

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48384
石段街竜吐泉（石段街休憩
センター）

228,000 0 2.40 
2003年3月
(平成15年) 23 15 W造 新基準 100 100 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 228,000 0 2.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



182_危機管理課_消防団第１３分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48385

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1991(平成3)年3月

(4)敷地面積 442㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 17,599,500円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 35年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 3階 地下： －

(12)総建築面積 71.28㎡ (13)総延床面積 195.55㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 3台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 97.76% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

令和4年度 資産形成につながらない支出（維持補修） 渋川市消防団第13分団詰所改修工事 9,163

(3)施設名 消防団第１３分団詰所

(3)所在地 渋川市伊香保町伊香保560番地14

職員数 0
内
訳



182_危機管理課_消防団第１３分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 74 127.59% 58 39

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 74 127.59% 58 39

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -74 127.59% -58 -39

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48385 消防団第１３分団詰所 17,599,500 0 195.55 
1991年3月
(平成3年) 35 38 S造 新基準 100 98 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 17,599,500 0 195.55 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



183_危機管理課_消防団第１４分団第１部詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48386

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1991(平成3)年5月

(4)敷地面積 521.83㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 12,441,600円(従物9,317,000円) (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 34年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 70.20㎡ (13)総延床面積 138.24㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 96.13% (4)避難所指定 指定緊急避難場所

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

令和2年度 資産形成につながる支出 渋川市消防団第14分団詰所改修工事 9,317

(3)施設名 消防団第１４分団第１部詰所

(3)所在地 渋川市伊香保町伊香保525番地165

職員数 0
内
訳



183_危機管理課_消防団第１４分団第１部詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 32 80.00% 40 31

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 32 80.00% 40 31

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -32 80.00% -40 -31

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48386
消防団第１４分団第１部詰
所

12,441,600 9,317,000 138.24 
1991年5月
(平成3年) 34 38 S造 新基準 100 96 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 12,441,600 9,317,000 138.24 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



184_危機管理課_消防団第１５分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48387

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1989(平成元)年3月

(4)敷地面積 288㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 12,441,600円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 37年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 70.20㎡ (13)総延床面積 138.24㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 99.84% (4)避難所指定 指定緊急避難場所

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × ○ × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

H30 改修工事 渋川市消防団第１５分団詰所改修工事 4,741

(3)施設名 消防団第１５分団詰所

(3)所在地 渋川市伊香保町伊香保300番地7

職員数 0
内
訳



184_危機管理課_消防団第１５分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 59 113.46% 52 26

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 59 155.26% 38 42

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -59 155.26% -38 -42

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48387 消防団第１５分団詰所 12,441,600 0 138.24 
1989年3月
(平成元年) 37 38 S造 新基準 100 100 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 12,441,600 0 138.24 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



185_危機管理課_消防団第１４分団第２部詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48382

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2002(平成14)年9月

(4)敷地面積 248.01㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 10,886,400円（従物取得額88,000円） (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 23年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 66.15㎡ (13)総延床面積 120.96㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 68.04% (4)避難所指定 指定緊急避難場所

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１４分団第２部詰所

(3)所在地 渋川市伊香保町水沢227番地1

職員数 0
内
訳



185_危機管理課_消防団第１４分団第２部詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 40 72.73% 55 25

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 40 72.73% 55 25

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -40 72.73% -55 -25

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48382
消防団第１４分団第２部詰
所

10,886,400 88,000 120.96 
2002年9月
(平成14年) 23 38 S造 新基準 100 68 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 10,886,400 88,000 120.96 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



186_危機管理課_消防団第１７分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48374

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1990(平成2)年3月

(4)敷地面積 75.40㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 9,830,700円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 36年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 37.70㎡ (13)総延床面積 75.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 99.04% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１７分団詰所

(3)所在地 渋川市小野子1769番地4

職員数 0
内
訳



186_危機管理課_消防団第１７分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 72 150.00% 48 19

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 72 150.00% 48 19

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -72 150.00% -48 -19

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48374 消防団第１７分団詰所 9,830,700 0 75.40 
1990年3月
(平成2年) 36 38 S造 新基準 100 99 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 9,830,700 0 75.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



187_危機管理課_消防団第１８分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48360

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2002(平成14)年3月

(4)敷地面積 91.20㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 6,786,000円（従物187,207円） (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 24年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 45.60㎡ (13)総延床面積 91.20㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 70.98% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第１８分団詰所

(3)所在地 渋川市村上884番地6

職員数 0
内
訳



187_危機管理課_消防団第１８分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 55 125.00% 44 32

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 55 125.00% 44 32

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -55 125.00% -44 -32

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48360 消防団第１８分団詰所 6,786,000 0 91.20 
2002年3月
(平成14年) 24 38 S造 新基準 100 71 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 6,786,000 0 91.20 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



188_危機管理課_消防団第２１分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48381

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2001(平成13)年2月

(4)敷地面積 332.14㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 17,841,200円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 25年 (9)主な施設の耐用年数 50年

(10)主な構造 RC造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 75.92㎡ (13)総延床面積 75.92㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 6台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 50.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２１分団詰所

(3)所在地 渋川市横堀961番地1

職員数 0
内
訳



188_危機管理課_消防団第２１分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 61 98.39% 62 35

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 61 98.39% 62 35

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -61 98.39% -62 -35

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48381 消防団第２１分団詰所 17,841,200 0 75.92 
2001年2月
(平成13年) 25 50 RC造 新基準 100 50 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 17,841,200 0 75.92 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



189_危機管理課_消防団第２２分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48371

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2000(平成12)年3月

(4)敷地面積 319.92㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 17,841,200円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 26年 (9)主な施設の耐用年数 50年

(10)主な構造 RC造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 75.92㎡ (13)総延床面積 75.92㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 4台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 52.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２２分団詰所

(3)所在地 渋川市吹屋659番地37

職員数 0
内
訳



189_危機管理課_消防団第２２分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 81 110.96% 73 43

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 81 110.96% 73 43

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -81 110.96% -73 -43

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48371 消防団第２２分団詰所 17,841,200 0 75.92 
2000年3月
(平成12年) 26 50 RC造 新基準 100 52 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 17,841,200 0 75.92 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



190_危機管理課_消防団第２３分団第１部詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48359

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1998(平成10)年3月

(4)敷地面積 274㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 7,212,400円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 28年 (9)主な施設の耐用年数 50年

(10)主な構造 RC造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 75.92㎡ (13)総延床面積 75.92㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 56.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２３分団第１部詰所

(3)所在地 渋川市中郷1027番地1

職員数 0
内
訳



190_危機管理課_消防団第２３分団第１部詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 60 127.66% 47 21

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 60 127.66% 47 21

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -60 127.66% -47 -21

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48359
消防団第２３分団第１部詰
所

7,212,400 0 75.92 
1998年3月
(平成10年) 28 50 RC造 新基準 100 56 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 7,212,400 0 75.92 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



191_危機管理課_消防団第２３分団第２部詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48373

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1999(平成11)年3月

(4)敷地面積 294.87㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 7,212,400円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 27年 (9)主な施設の耐用年数 50年

(10)主な構造 RC造 (11)主な施設の階数 地上： 1階 地下： －

(12)総建築面積 75.92㎡ (13)総延床面積 75.92㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 54.00% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２３分団第２部詰所

(3)所在地 渋川市上白井1920番地21

職員数 0
内
訳



191_危機管理課_消防団第２３分団第２部詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 72 107.46% 67 41

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 72 107.46% 67 41

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -72 107.46% -67 -41

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48373
消防団第２３分団第２部詰
所

7,212,400 0 75.92 
1999年3月
(平成11年) 27 50 RC造 新基準 100 54 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 7,212,400 0 75.92 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



192_危機管理課_消防団第２５分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48369

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2009(平成21)年11月

(4)敷地面積 390.62㎡

(5)うち借地面積 390.62㎡

(6)総建物取得額 20,790,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 16年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 56.70㎡ (13)総延床面積 113.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 46.61% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２５分団詰所

(3)所在地 渋川市赤城町溝呂木739番地1

職員数 0
内
訳



192_危機管理課_消防団第２５分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 97 110.23% 88 140

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 97 110.23% 88 140

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -97 110.23% -88 -140

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48369 消防団第２５分団詰所 20,790,000 0 113.40 
2009年11月

（平成21年） 16 38 S造 新基準 100 47 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 20,790,000 0 113.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



193_危機管理課_消防団第２６分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48367

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2002(平成14)年12月

(4)敷地面積 221㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 10,206,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 23年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 56.70㎡ (13)総延床面積 113.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 有 4台 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 68.04% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２６分団詰所

(3)所在地 渋川市赤城町長井小川田1301番地2

職員数 0
内
訳



193_危機管理課_消防団第２６分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 70 140.00% 50 31

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 70 140.00% 50 31

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -70 140.00% -50 -31

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48367 消防団第２６分団詰所 10,206,000 0 113.40 
2002年12月
(平成14年) 23 38 S造 新基準 100 68 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 10,206,000 0 113.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



194_危機管理課_消防団第２７分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48368

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2004(平成16)年12月

(4)敷地面積 65㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 10,206,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 21年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 56.70㎡ (13)総延床面積 113.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 62.06% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２７分団詰所

(3)所在地 渋川市赤城町滝沢68番地1

職員数 0
内
訳



194_危機管理課_消防団第２７分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 65 154.76% 42 41

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 65 154.76% 42 41

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -65 154.76% -42 -41

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48368 消防団第２７分団詰所 10,206,000 0 113.40 
2004年12月
(平成16年) 21 38 S造 新基準 100 62 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 10,206,000 0 113.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



195_危機管理課_消防団第２８分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48366

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2007(平成19)年3月

(4)敷地面積 1,289㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 10,206,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 19年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 56.70㎡ (13)総延床面積 113.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 55.95% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２８分団詰所

(3)所在地 渋川市赤城町津久田2453番地3

職員数 0
内
訳



195_危機管理課_消防団第２８分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 94 111.90% 84 65

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 94 111.90% 84 65

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -94 111.90% -84 -65

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48366 消防団第２８分団詰所 10,206,000 0 113.40 
2007年3月
(平成19年) 19 38 S造 新基準 100 56 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 10,206,000 0 113.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



196_危機管理課_消防団第２９分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48365

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2002(平成14)年12月

(4)敷地面積 91㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 10,206,000円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 23年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 56.70㎡ (13)総延床面積 113.40㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 68.04% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第２９分団詰所

(3)所在地 渋川市赤城町敷島596番地5

職員数 0
内
訳



196_危機管理課_消防団第２９分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 75 138.89% 54 34

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 75 138.89% 54 34

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -75 138.89% -54 -34

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48365 消防団第２９分団詰所 10,206,000 0 113.40 
2002年12月
(平成14年) 23 38 S造 新基準 100 68 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 10,206,000 0 113.40 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



197_危機管理課_消防団第３０分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48354

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2005(平成17)年10月

(4)敷地面積 －

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 8,187,300円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 20年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 58.63㎡ (13)総延床面積 110.04㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 59.02% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第３０分団詰所

(3)所在地 渋川市北橘町真壁2339番地1

職員数 0
内
訳



197_危機管理課_消防団第３０分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 21 58.33% 36 28

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 21 58.33% 36 28

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -21 58.33% -36 -28

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 48354 消防団第３０分団詰所 8,187,300 0 110.04 
2005年10月
(平成17年) 20 38 S造 新基準 100 59 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 8,187,300 0 110.04 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



198_危機管理課_消防団第３１分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 269770

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 2017(平成29)年3月

(4)敷地面積 662.91㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 25,174,800円（従物5,227,200円） (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 9年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 RC造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 54.90㎡ (13)総延床面積 109.80㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 23.97% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

2016(H28) 新築工事 渋川市消防団第３１分団車庫兼詰所新築工事 36,410

(3)施設名 消防団第３１分団詰所

(3)所在地 渋川市北橘町上南室332番地1

職員数 0
内
訳



198_危機管理課_消防団第３１分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 66 124.53% 53 43

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 66 124.53% 53 43

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -66 124.53% -53 -43

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率
(%)

1 269770 消防団第３１分団詰所 25,174,800 5,227,200 109.80 
2017年3月
(平成29年) 9 38 RC造 新基準 100 24 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 25,174,800 5,227,200 109.80 

平成２９年３月新築（前施設は平成２９年度に解体）

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用



199_危機管理課_消防団第３２分団詰所

渋川市施設カルテ

１. 施設名等

(1)調査年度 2026(令和8)年度 (2)施設外観

(4)所管部課名 市民生活部危機管理課

(5)施設番号 48353

(6)大分類 行政系施設

(7)中分類 消防施設

２. 施設の概要

(1)設置根拠
消防団を中核とした地域防災力の充
実強化に関する法律

(2)主な施設の建設年月 1993(平成5)年3月

(4)敷地面積 710㎡

(5)うち借地面積 －

(6)総建物取得額 8,187,300円 (7)用途地域 指定なし

(8)主な施設の築年数 33年 (9)主な施設の耐用年数 38年

(10)主な構造 S造 (11)主な施設の階数 地上： 2階 地下： －

(12)総建築面積 48.95㎡ (13)総延床面積 95.98㎡

(14)施設形態 単独 (15)複合施設等 無

(16)運営方式 直営 (17)指定管理期間 無

３. 利用情報

(1)利用時間 －

(2)休業日 －

(3)利用料金 －

(4)主な利用層 渋川市消防団

(5)駐車場 無 (6)車椅子利用者用駐車場 無

４. 施設の使命・役割

(1)設置目的 消防団車庫兼詰所

(2)外部環境の変化と
   対応状況

特になし

(3)市内類似施設の状況 有 消防団他分団詰所（２９箇所）

(4)個別施設計画の策定 無

５. 危機管理・防災情報

(1)主な施設の耐震対応 新基準 (2)耐震化対応率 100.00%

(3)老朽化比率 94.23% (4)避難所指定 無

(5)土砂災害警戒区域 無 (6)洪水浸水想定区域 無

６. バリアフリー、環境対応

(1)出入口の
段差解消

(2)自動
ドア

(3)手すり
(4)点字
ブロック

(5)車椅子
対応エレベータ

(6)車椅子
対応トイレ

(7)ＡＥＤ
設置

(8)子育て
支援機能

○ × × × × × × ×

７. 管理運営に係る人員の状況 単位：人

課長級以上 課長補佐・係長

主幹・主査 主任・主事

嘱託・再任用 臨時職員

８. 大規模修繕・改修工事履歴

実施年度 工事種類 工事名 工事費(千円）

(3)施設名 消防団第３２分団詰所

(3)所在地 渋川市北橘町分郷八崎396番地5

職員数 0
内
訳



199_危機管理課_消防団第３２分団詰所

棟別詳細 〈別記〉

９. 特記事項

１０. 収支状況 単位：千円

項目
2025(Ｒ7)
年度実績

対前年比
2024(Ｒ6)
年度実績

2023(Ｒ5)
年度実績

利用料 －

その他 －

収入合計【Ａ】 0 － 0 0

職員人件費 －

臨時職員賃金 －

修繕費 －

光熱水費 65 158.54% 41 33

その他の需用費 －

役務費 －

委託費 －

使用料及び賃借料 －

工事請負費 －

その他 －

支出合計【Ｂ】 65 158.54% 41 33

(3)収支差引額（【Ａ】－【Ｂ】） -65 158.54% -41 -33

(4)受益者負担の妥当性（【Ａ】/【Ｂ】）×100 0.00 － 0.00 0.00

(5)年間供用日数（日） － － － －

(6)年間利用者数（人） 60 100.00% 60 60

番号
固定資
産番号

棟 名
建物取得額

（円）
従物取得額

（円）
延床面積
（㎡）

建設年月
築年
数

耐用
年数

主な
構造

耐震
対応

耐震化
対応率
(%)

老朽化
比率(%)

1 48353 消防団第３２分団詰所 8,187,300 0 95.98 
1993年3月
(平成5年) 33 38 S造 新基準 100 94 

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合計 8,187,300 0 95.98 

(1)収入

(2)

需
用
費

物
件
費

維
持
管
理
費
用


